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経済産業省の公募採択について 
 

当社の「電子カルテと電子薬歴のシステム相互運用によるシステム普及促進に資する実証実験」が、経済産業省の   

平成 16年度「医療情報システムにおける相互運用性の実証事業」の公募に対し、正式に採用されたことをお知らせいた
します。 

 

記 
【事業の目的】 

現在、処方医利用の電子カルテシステムの情報と、保険薬局のカルテに相当する薬歴を管理する電子薬歴システム

との相互運用性は非常に乏しく、処方医と薬剤師の患者情報の共有が困難な状態であります。これらの問題を解決す

るため、当社が従来から蓄積してまいりましたＡＳＰ事業の技術を駆使し、電子カルテシステムと電子薬歴システム

のインターフェースを構築の上、汎用性を図るとともに双方のシステムの普及促進を目的とします。 
当社は、政府の高度情報通信ネットワーク社会推進戦略本部（IT 戦略本部）における「ｅ－Ｊａｐａｎ」構想にお
いて、医療分野における情報の高度化を支援してまいります。 

 

【事業計画】 
平成 17年 3月期 システム構築、社内実験 ･･･ 主に各機能のインターフェースを開発、接続実験 
※社内実験終了後は、特定地域の医療機関において実証実験を行い、将来は全国普及していく方針です。 

 

【事業の実施体制】 
株 式 会 社 イ ー エ ム シ ス テ ム ズ ： 電子薬歴側のインターフェース開発、相互運用のための電子薬歴機能開発  
株式会社メリッツ（埼玉県川越市） ： 電子カルテ側インターフェース開発 
セコム医療システム株式会社（東京都渋谷区） ： 電子カルテ側インターフェース開発 

 

【選定による売上高等への影響】 
公募採択に伴う業績予想の修正はありません。 

以  上 


